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災
害
大
国
日
本
の
住
宅
を
取
り
巻

く
状
況
を
概
観
し
、
加
え
て
有
史
以

前
よ
り
脈
々
と
続
く
木
造
建
築
文
化

と
先
人
の
叡
智
と
思
い
を
考
え
ま
す
。

▽
期
日　

①
１
月
25
日
㈯
②
２
月
22

クリスマスパンダ

　

生
涯
学
習
宅
配
便
講
座
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト

や
研
修
会
な
ど
に
、市
の
担
当
職
員
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企

業
・
官
公
庁
か
ら
講
師
を
派
遣
す
る

制
度
で
す
。「
い
つ
で
も
」、「
だ
れ

で
も
」、「
ど
こ
で
も
」学
習
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
様
々

な
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

原
則
と
し
て
、市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体（
宅
配
便
講
座
受
講
の
た

め
に
一
時
的
に
結
成
さ
れ
た
団
体
も

含
み
ま
す
）。

▽
会
場　

講
座
を
申
し
込
ん
だ
グ
ル

ー
プ
・
団
体
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　

講
師
派
遣
は
無
料
で
す
。

講
座
に
よ
っ
て
は
、
材
料
費
・
資
料

代
な
ど
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他　

77
種
類
の
講
座
を
用
意

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
公
共

施
設
に
あ
る
生
涯
学
習
宅
配
便
講
座

の
小
冊
子
、
ま
た
は
市

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
申
込　

市

申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
、
生
涯
学
習
課
・
各
文
化
セ
ン
タ

ー
・
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
・
総
合

体
育
館
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申

込
み
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ
レ
ッ
ジ「
特
別
講
座
」

日
本
の
木
造
建
築
文
化

〜
で
あ
い
・
ふ
れ
愛
・
ま
な
び
Ⅰ
〜

生
涯
学
習
宅
配
便

�

講
座

日
㈯
③
３
月
22
日
㈯（
全
3
回
）

▽
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
半

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
内
容　

①「
私
た
ち
の
住
宅
と
災

害
」地
震
等
の
災
害
実
態
と
対
応
、

省
エ
ネ
・
木
材
利
用
の
有
用
性
や
政

策
の
方
向
性
。
②「
法
隆
寺
五
重
塔
」

世
界
最
古
の
木
造
建
築
。
現
代
に
通

じ
る
建
築
の
技
術
、
木
組
み
や
美
の

観
点
。「
以
和
為
貴
」の
心
。
③「
東

大
寺
大
仏
殿
」壮
大
な
木
造
建
築
の

構
造
と
有
史
以
前
か
ら
連
な
る
技

術
。
そ
し
て
先
人
は
い
か
に
こ
れ
を

実
現
で
き
た
か
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も　

▽
定
員　

50
人（
先
着
順
）　

▽
講
師　

港　

以
知
郎
氏　

▽
受
講
料　

三
、〇
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

12
月
17
日
㈫
午
前
10

時
よ
り

ま
た
は
電
話
に
て
受
付

▽
申
込
・
問
合
せ　

い
な
ぎ
Ｉ
Ｃ
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局
☎（
370
）２
８
２
２

（
火
～
金
曜
日
、
午
前
10
時
～
午
後

４
時
）

https://w
w

w
.inagiic.net/ 

※
詳
し
く
は
、
各
公
共
施
設
等
に
置

い
て
あ
る
チ
ラ
シ
ま
た
は

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

いなぎＩＣカレッジ 
企画講座＆プロフェッサー講座紹介

▷期　日　２月１日（土）
▷時　間　午後０時半開場（午後３時半まで）
▷会　場　中央文化センター
▷定　員　300人（先着順、申込不要）
　　　　　手話通訳あり
▷参加費　無料
▷その他　先着200人に記念冊子あり

企画講座「新千円札の顔『北里柴三郎』の世界」
▷講師　檀原　宏文氏
　　　　（北里大学名誉教授・（一社）北里柴三郎記念会理事長）
▷内容　今回の新日本銀行券千円札の肖像には北里柴三郎（1853−
1931）が選ばれました。科学の近代化に貢献したのがその理由とされ
ています。北里柴三郎の生涯は３期に分けると解りやすいと思います。
第１期は人生の土台を築いた30年間、第２期は細菌学者としての８年
間、第３期は日本の医療体制の礎を築き上げた40年間です。共同研究
の成果としてベーリングが第一回ノーベル生理学・医学賞を受賞して
います。本企画講座ではそれぞれの期に於いて遭遇した危機と困難、
その乗り切り方について、「北里柴三郎」の足跡を紹介します。
令和７年４月開講「プロフェッサー講座紹介」動画上映
開演までの間、映像で各講座を紹介します。当日申込みもできます。

▷問合せ　いなぎＩＣカレッジ事務局（火～金曜日、午前10時～午後４時）
　　　　　☎（370）2822　FAX（378）3233

　

大
丸
の
多
摩
サ
ー
ビ
ス
補
助
施

設
の
敷
地
内
に
は
、
昭
和
12
年

（
１
９
３
７
）か
ら
昭
和
20
年（
１ 

９
４
５
）ま
で
操
業
し
た
、
旧
日

本
陸
軍
の
火
薬
製
造
工
場
で
あ
る

多
摩
火
薬
製
造
所
の
建
物
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。　
　

 

陸
軍
で
は
、
昭
和
６
年
の
満
州

事
変
の
前
後
か
ら
炸さ

く

薬や
く

の
使
用
量

が
増
加
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
、
昭
和
12
年（
１
９
３
７
）５

月
に
、
板
橋
火
薬
製
造
所
に
次
ぐ

第
二
の
炸
薬
工
場
と
し
て
、
多
摩

火
薬
製
造
所
の
建
設
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
同
年
の
う
ち
に
土

地
の
買
収
や
工
場
の
建
設
準
備
が

始
ま
り
、
翌
昭
和
13
年
11
月
１
日

に
は
火
工
廠
板
橋
火
薬
製
造
所
多

摩
分
工
場
と
し
て
操
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。
昭
和
14
年
10
月
１
日
に

は
、
火
工
廠
多
摩
火
薬
製
造
所
と

い
う
独
立
し
た
製
造
所
に
昇
格
し

ま
し
た
。

　

工
場
の
規
模
は
、
昭
和
14
年
９

月
の
段
階
で
、
敷
地
面
積
28
万
４

０
３
９
坪（
約
93
万
９
０
０
０
㎡
）、

従
業
員
数
８
８
３
名
で
、
製
造
品

目
は
、
炸
薬
と
伝で

ん

火か

薬や
く

筒と
う

が
中
心

で
、
炸
薬
は
月
産
約
450
ト
ン
に
達

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
敷
地

面
積
と
工
場
の
規
模
が
順
次
拡
張

さ
れ
、
昭
和
15
年
に
第
二
工
場
の

操
業
開
始
、
昭
和
19
年
に
は
第
三

工
場
の
操
業
開
始
と
い
う
よ
う
に
、

生
産
増
強
の
た
め
の
工
場
拡
張
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月

の
終
戦
時
に
お
け
る
敷
地
面
積
は

52
万
３
４
６
４
坪（
約
173
万
５
７
２

㎡
）、
従
業
員
数
は
２
０
８
５
人
で

あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
20
年
８
月
の
太
平
洋
戦
争

の
終
結
に
よ
り
、
火
工
廠
多
摩
火

薬
製
造
所
の
操
業
は
終
わ
り
ま

す
。
同
年
９
月
に
は
多
摩
火
薬
製

造
所
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
駐
留
を
始

め
、
翌
昭
和
21
年
11
月
に
は
ア
メ

リ
カ
軍
に
よ
り
接せ

っ

収し
ゅ
う

さ
れ
、
ア
メ

リ
カ
空
軍
の
多
摩
弾
薬
庫
と
な
り

ま
す
。
ま
た
男
子
工
員
寮
の
建
物

は
、
東
京
都
外
地
引
揚
者
定
着
寮

（
通
称
、
稲
城
寮
）と
な
り
、
戦
後

に
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
た
人
々
の

た
め
に
利
用
さ
れ
、
昭
和
21
年
３

月
１
日
に
は
天
皇
陛
下
の
視
察
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
郷
土
資
料
室
で
は
、
こ

の
よ
う
な
火
工
廠
に
関
わ
る
資
料

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾

（
平
尾
１
の
９
の
１
）

▽
開
館　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

郷
土
資
料
室

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
133

火か

工こ

う

廠し
ょ
う

多
摩

�

火
薬
製
造
所
跡

公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入、講座はＥメール・往復はがき・来館で申込ができます。
※その他詳細については、ｉプラザ (https://iplaza.inagi.tokyo.jp/)及び市内公共施設に置いてある「iプラザイン
フォメーション」等をご参照ください。▷問合せ　稲城市立ｉプラザ　☎042−331−1720

ｉプラザ公式 Facebook もぜひご覧ください。　https://www.facebook.com/inagi.iplaza

ホール事業
公演名 日時 料金等 内容等

ぼくとわたしの
コンサートデビュー
ニュー・イヤー・スペシャル

１月18日（土）
午前11時開演

（10時半開場）
チケット発売中

全席指定
おとな1,500円
こども（３歳～小学生）500円
※３歳未満ひざ上無料

【出演】東京室内管弦楽団、橘直貴（指揮・おはなし）、遠藤采（ソプラノ）、中村備生（ナレーション）
【予定曲目】三澤慶：0歳からのドれみファそらシド小交響曲、プッチーニ：歌劇「ジャンニ・スキッキ」より 私の
いとしいお父さん、三澤慶 編曲：ディズニー ファンタスティック メドレー　他
オーケストラで使われている楽器を名曲とともに紹介、コンサートが初めてのお子さまでも楽しんでお聴きいた
だけます。

東京室内管弦楽団in若葉台
ニューイヤーコンサート

１月18日（土）
午後２時開演

（1時半開場）
チケット発売中

全席指定
一般　3,200円
シルバー（満65歳以上）3,000円
学生　1,600円
※未就学児入場不可

【出演】東京室内管弦楽団、橘直貴（指揮）、遠藤采（ソプラノ）
【予定曲目】モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」より序曲、モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」より恋とはど
んなものかしら、メンデルスゾーン：交響曲第４番イ長調「イタリア」op.90他
新年の幕明けにふさわしい華やかな楽曲をオーケストラでお楽しみください。開演前にはマエストロによるプレ
トークも開催。

生涯学習・コミュニティ事業
講座名・受講料 日時 対象・定員 募集締切

男女共同参画推進講座「パパ頭さんと考えるパパの育児」全２回シリーズ
SNSやコミックで大人気の漫画家兼公務員、2児の父であるパパ頭さんが登場。男性だからこそ感じる日々
の悩みや気づき、講師自身も取得した育児休暇について等、等身大のパパのお話を楽しみながら共有して
みませんか。どちらか1日のご参加でもOKです。お気軽にお申し込みください。
受講料：無料
講　師：パパ頭氏（漫画家・公務員）

①2月9日(日)、②2月16日(日)
各日午後１時半～３時
会場選択制：大会議室／オンライン（Zoom）
※セキュリティ、通信費はご自身の責任の範
囲でお願いします。

男性
各会場30人

１月10日（金）
必着

生涯学習イベント「ｉプラザ　みんなの写真展」
テーマ「わたしの好きな時間」
募集要項・詳細につきましては、ｉプラザホームページまたは館内配架のチラシをご確認ください。
出品料：無料

【募集開始】12月１日(日) ～
【展示期間】２月予定
【出品者展示作業・交流会】２月15日(土)予定

どなたでも応募可 １月13日（月・祝）
必着　


